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  星美ホーム賛助会常任監事を務めさせていただいている栁澤真里と申します。 

街中で金木犀の良い香りが漂う、そんな季節となりました。季節の移り変わり目、皆様お元気で 

お過ごしでしょうか。 

9 月の連休中に、千葉県の外房の海岸線を車で通りました。 

東日本大震災から 4 年と半年。現在も津波対策の堤防工事が行われていました。 

私が訪れた時、海は、穏やかな姿を見せていました。しかし、東日本大震災の時の太平洋の海は、 

恐ろしい姿に豹変し、見たこともない海の姿を私達は目の当たりにしました。 

なお、海岸沿いの堤防工事は、しばらく続くそうです。 

海岸線を通ったとき、星美ホームのことを思いました。星美ホームも東日本大震災により、建物に 

多数のひびが入る等の被害を受けました。 

現在は、皆様からのご協力もあり、建物の補強も進んでいます。本当に感謝申し上げます。 

海岸線の堤防工事が今も続いているように、星美ホームの耐震補強も引き続き必要ということを 

強く感じました。 

 今も、時折強い地震が発生します。その時いつも東日本大震災を思い出し

ます。 

  地震は当然怖い存在です。それでも住んでいる建物の補強が現在進行形で

行われているという事実を、星美ホームで生活する子どもたちが認識するだ

けでも、不安感は軽減されるのではないか、と考えています。 

  星美ホームで暮らす子供たちの将来や毎日の生活を守るためにも、 

皆様からの温かいご支援が必要です。 

  どうか、引き続き、皆様のご支援のほど、よろしくお願いいたします。 
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賛 助 会 会 員 の 皆 様 

「天高く…」との言葉が思い浮かんでくるこの頃です。 

皆様、お元気でご活躍のことと思います。 

平素より温かいお心遣いをいただき、祈りのうちに 

感謝申し上げております。有り難うございます。 

皆様のご協力により、児童棟（Ａ棟）の耐震補強 

工事と内部改造が完成いたしましたことに関して、 

前にご報告申し上げましたが、毎日の生活の場である 

だけに児童たちは快適に過ごしております。 

また、各ユニットで料理もできるようになりましたので、一部、

調理を毎日しています。このように、家庭的養護の実現に向かって

少しずつ環境が整えられていくことは、児童だけでなく職員にとっ

ても大変嬉しいことです。計画中であった砂場や遊具も完成しまし

た。今年は青少年の父ドン・ボスコの生誕 200 周年を祝っています

が、このような家庭的な生活環境が整ってきたことは、この祝祭の 

ためにも最もふさわしいことであると思います。記念行事としてもいろいろ企画されました。200 と

いう数字にちなんで、職員、児童全員でグランドを 200 周しました。また、200 回跳ぶ縄跳びの競争

やごみを 200 個拾って掃除をするなど、皆で楽しみながらやりました。 

 最後に、夏休みの活動の紹介をいたします。10 年ほど前から始まった「百名山登山」では、今年

は宮城県、山形県の３つの山を登りました。海抜 0メートルから歩き始め９日間の徒歩でした。今年

は雨の日が多かったため、特に大変だったようでした。リタイヤした子どももいましたがまた来年挑

戦してくれることでしょう。登り切った子どもたちには自信がついたことと思います。歩く中でいろ

んなドラマもあったようです。日ごろは目立たない子どもでも、弱っている仲間の荷物を持って歩い

てあげるなどの風景も見られたということで感動しました。琵琶湖一周約２００キロメートルを６日

間かけて完歩したグループもあります。途中では一日近くの差を出したにも関わらず、ほぼ同じ日に

到着したということでした。また、今年も女子の有志でボランティア活動のため東北地方に行く児童

たちもいました。しかし、今年は雨ばかりでいつものような活動はできなかったと残念がっていまし

た。その他に、キャンプを実施したグループもあります。幼児たちも素晴らしい企画のもと、有意義

な夏休みを過ごしていました。 

皆様の賛助のおかげをもって、このように恵まれた環境の中で 

子どもたちへの養護を通して教育活動を行うことができますこと 

を心より感謝申し上げております。 

今後とも、子どもたち一人ひとりが安心と希望をもって神から 

いただいた恵みを大きく成長させていけるよう、私どもの活動を 

継続し、発展させて参ります。 

ご支援のほどどうぞよろしくお願い申し上げます。 星美ホーム 施設長 熊本 幸子 

 

  



会員のみなさま 

 
 一口 2,000 円以上の会費をご寄附いただきました皆様のお名前をご報告申し上げ、お礼にか

えさせていただきます。今後とも末永くご支援いただきたく心よりお願い申し上げます。なお、

お名前の表記につきましては、細心の注意を払っておりますが、不手際などございましたら、

ご容赦くださいますようお願い申し上げます。               （敬称略） 

 

原井真里 矢作 保 柿坪英志郎 今井俊文 安東陽子 原田健二 江川玲子 森田祐希 

諸星綾子 飯塚千賀子 小林由加 小西哲也 鈴木美子 新井健治 西田忠弘 原田健二 

林 素彦 福井秀公 福井容子 小嶋達雄 町田 治 銭場 稔 細井則人 岡田由香 

武野美代子 渡邊保澄 田中真里 滝原啓允 中澤昭子 金子君子 熊本幸子 瀬戸俊美 

匿名希望者 

 

２０１４年（平成２６年）度 会計報告 

 

収   入 支   出 

前年度繰越金 ４２２，０９３ 印刷・用紙代 １０，０００ 

会費・寄附金 ４３０，７３２ 星美ホームへ寄附 ４００，０００ 

利息収入 ８８ 振込手数料  ６４８ 

  次年度繰越金 ４４２，２６５ 

合 計 ８５２，９１３ 合 計 ８５２，９１３ 

 

次年度繰越金より４０万円を星美ホームに 

寄附することができました。本当にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会計・理事 中澤昭子 

平成２６年度は、賛助会会員としてではなく、

星美ホームへ直接ご寄附くださった方が大勢

いらっしゃいましたことを心から感謝申し上

げます。 

みなさまからのご寄附は、星美ホームの 

今後の環境整備に充てられます。 



寄附についてのご案内 

 

日ごろより、星美ホームの子どもたちに心を寄せてくださいますことを、 

心から感謝申し上げます。社会福祉法人 扶助者聖母会への寄附につきま 

して、ご案内申し上げます。ご協力いただけましたら幸いです。 

 

１．領収書が必要な方 「寄附申込書」にご記入の上、メール、ＦＡＸ等にてご送付下さい。領収書を

発行いたします。なお、確定申告によって所得税法上の寄附金控除（所得控除）が受けられます。 

 

【法人への寄附】（※法人に使途一任する場合は、こちらにご送金ください） 

 銀行名 銀行番号 店番 支店名 種目 口座番号 口座名義 

１ 三菱東京ＵＦＪ銀行 0005 177 赤羽駅前 普通 1047190 
社会福祉法人 
フジョシャセイボカイ 

扶助者聖母会 

２ ゆうちょ銀行 9900 018 〇一八 普通 6021115 
社会福祉法人 
フジョシャセイボカイ 

扶助者聖母会 

 

【施設への寄付】 

 銀行名 銀行番号 店番 支店名 種目 口座番号 口座名義 

１ 三井住友銀行 0009 226 赤羽 普通 2018219 
社会福祉法人 
フジョシャセイボカイ 

扶助者聖母会 

 

 

２．領収書が不要な方 賛助会への会費としてご送金していいただくことによって、賛助会から星美 

ホームへ寄附されます。（個人宛の領収書は発行できません。） 

賛助会の会員になることによって、種々の活動の援助が発生することはありません。 

寄附へのご協力が会員になることの趣旨です。（賛助会の会則はホームページをご覧ください。） 

 

【賛助会を通しての寄附】 

 銀行名 銀行番号 店番 支店名 種目 口座番号 口座名義 

１ ゆうちょ銀行 9900 008 〇〇八 普通 1974606 
星美ホーム賛助会

サンジョカイ

 ２ ゆうちょ銀行 9900 019 〇一九 当座 596070 

３ 

郵便振替（郵便局にて青色の払込取扱票にご記入ください。手数料もご負担願います。） 

郵便振替口座 口座番号 ００１７０－６－５９６０７０ 口座名 星美ホーム賛助会 

一口 2,000 円以上です。会員としての期間は一年限りです。 

 

【問い合わせ先】 

〒115-0053 東京都北区赤羽台４－２－１４ 

社会福祉法人 扶助者聖母会  

児童養護施設 星美ホーム賛助会 

TEL ０３－３９０６－２７１１  

FAX ０３－３９０６－２６０６ 

E-mail jimu@seibi-home.jp 

URL http://www.seibi-home.jp/    
副会長・常任理事 

渡邊（矢作）保澄 

会長・常任理事 滝 原 啓 允 


